








松原栄氏より、所蔵資料を寄贈していただいた。松原氏が長年かけ、訪問した諸外国で収集した聖書である。現時点で何語か調査し切れていないものがある め、 今回は英語・ヨーロッパ語十二言語とヘブライ語 もの計二十五点を掲載している。　③大阪聖アンデレ教会移管資料（久保登知雄日記他）　
大阪聖アンデレ教会より、十八点の資料を受け入れた。












ト教関係を中心とする十四 の資料を寄贈していただいた。その十四点のうち、次の二点は聖公会関係資料であるため紹介しておく。一つは「岡墻家アルバム」 、もう一つは「 （元）大連聖公会関係信徒名簿
　
一九七九年（昭和
五十四年版） 」である。こ 二点 、 敬子さんの祖父であり、聖公会の牧師を務めた 秀藏に関するものである。岡墻秀藏は一八八三（明治十六）年に鳥取県で生まれ、六歳で洗礼を受けている。一九〇五（明治三十八）年九月に聖教社神学院に入学し、卒業後、信州などで伝道活動を行った。その後、活動の場所を朝鮮半島、満州に移し、後に大連聖公会の設立に携わった。一九二〇（大正九）年五月に執事、一九二二（大正十一）年五月には長老按手 受けている。一九二四（大正十三）年九月十 日、満鉄病院
にて永眠となった。⑤岸和田復活教会 『日本聖公会信徒教籍』 （複写製本） 三冊分　
西口忠（特別研究員）が調査のため岸和田復活教会を訪




前が散見されるため、 早々に調査を進めたいと思っている。⑥地図 「明治二十六年改正大阪市明細全図」 （七〇×五〇㎝）　
楽人館（古書店）にて購入。価格は二五、 〇〇〇円。
































































































































































































と題する講演とトークイベントが開催された。そしてこのイベントに併せて、 「 とリタ展」と題する展示も行われた。 「竹鶴政孝と タ展」用の資料として、学院史
料室の展示で使用したパネルを提供した。学院史料室の西口忠（特別研究員）が基調講演を行い、ま トークイベントにも参加した。
※
 「どっぷり、昭和町。 」とは、大阪市阿倍野区昭和町（桃山学院中高所在地） 界隈の地域イベント。毎年四月二十九日 （昭和の日）に開催され、 「昭和を再現！体験！再発見！」をコンセプトに、町のあちらこちらで様々な企画が実施される。
⑤竹鶴政孝関係資料　
温井前中高校長の依頼により、竹鶴政孝の孫である竹鶴

















ピールしたこともあり、現在の ころ、全国大学史資料協議会の会員を中心に、アカウントを持つかたが く覗いてくださっている。アーカイブズ系の行事への参加を報告した記事などが人気だ 最近は「いいね！」してくれ かたの友だちが、ページを覗いてくださっており、ＳＮＳの強
みを感じている。　
調査研究員の手が回っていないことや、いつも良い写真
を手に入れられないこともあるが、桃山学院について、桃山学院史料室の普段の仕事について等 幅広く情報を提供していきたいと考えている。
